
 第５回全九州高等学校総合文化祭（長崎大会）に参加しました。 [書道] 高２ 岩田 龍登 ／ [囲碁] 高２ 西田 凌 

2021 12月号 

H i g h l i g h t s  
校長挨拶 

岳人ノオト 

リマインド＆ご報告 

岩田Historia 

各表彰報告 

ベルマーク活動 

部活動戦績（12月） 

芸術鑑賞会 

第37期生徒会役員 

  Festina lente  December 2021 edition

      年末のご挨拶 

                                                          校長 児玉洋司 

 

年の瀬を迎え寒さも一段と厳しくなりましたが，いかがお過ごしでしょうか。日頃から本校の教育活動に対してご理解ならびに

ご協力をいただき深く感謝いたします。 

今年を振り返り，生徒の頑張り，ご家族のサポート，教職員の取り組みにより，教育活動の向上に努めることができました。も

ちろん，新型コロナ対応や学力向上，学校行事の運営等において全員のご理解をいただけたとは考えておりません。まだまだ改

善すべき点が多々あることを自覚し，的確な検証を加えて行動していく所存です。そして様々な施策や実施に係わる判断に関し

て，校長が最終的に決定し，その責任を負う立場であることを肝に銘じます。 

話は変わりますが，岩田公式ＳＮＳの 岩田Historia23(12/17) に，中高一貫校設立者である岩田英二理事長の行動理

念を投稿しました。『変革の時代には特に創造力が必要となる。失敗を恐れず大胆に，自分の目で見，自分の頭で考え，自分の

言葉で語ることのできる人間になってほしい。そして，たえず冷静沈着に，だが内に秘めた情熱を失わずに行動してほしい。』と

いうメッセージです。 

今から３０年以上前になりますが，岩田英二先生は機会ある毎に，岩田学園の『Festina lente(ゆっくり急げ)』や『自主性の

育成』，『自由な校風』がメッセージと同質に紐付けられていることについて，生徒や教職員にご教授くださいました。 

私たちは，その想いを胸に強く刻み，『多様化する社会を逞しく生き抜く力』を育む教育の実践に励みます。来年も何かとご支

援いただくかと思いますが，教職員一丸となり，より一層努力いたしますので，どうぞよろしくお願い申し上げます。 

年末となり，ご多忙と存じますが，寒い季節となりますので，お身体にもご自愛ください。 

どうぞ良いお年をお迎えくださいませ。 



■学校情報のリマインドや報告，新着情報など 

 
【確認や報告１～１２】 

 

１．新制服の在校生購入希望についての判断を報告します。熟慮・検討した結果，新制服は中学・高校新入生のみ着用とし、

在校生の購入希望は行わないこととします。現中１・中２生は高校進学時から新制服になります。購入を希望される生徒や

ご家族のお気持ちに応えることができずに申し訳ありません。ただし，新制服のオプションである カラーシャツ・ベスト・セー

ター は秋から希望購入可とします。 

今回の検討において，様々な意見が挙がることや希望選択肢が多対１にならない状況は予測しましたが，学校として熟慮す

べき議題との認識をもって取り組みました。結論ありきではない検討を重ね，主判断が半年の中で揺れ動いたことも事実で

す。言葉は足りませんが，どうぞご理解ください。検討の経緯について，以下の①～⑥でお伝えします。 

 

(経緯について) 

①２０２０年４月～９月 制服準備委員会メンバー内で，新制服についての検討と業者への情報収集を行い，協議した結果

「２０２２年度新入生から着用」として設計しました。 

 

②２０２１年５月１日 「２０２２年度導入予定 制服変更について」全校生徒・保護者へ通知。 

その後，在校生や保護者より購入希望の相談が複数ありました。 

 

③２０２１年６～１０月 制服準備委員会で新規の議題として討議に入りました。 

具体的に，Ａ案「在校生の購入はなし」／Ｂ案「高２・３のみ購入可」／Ｃ案「在校生購入可」／Ｄ案「中２・３のみ購入可」の

４パターンについてそれぞれ検討しました。 

また，準備委員会とは別に，校長・教頭・生徒指導主任による討議を適宜行いました。 

委員の意見は，「絶対これが良い」という考えではなく，一長一短を含めた総合判断でした。具体的には，Ａ案とＣ案＞Ｂ案

という強弱で意見が分かれました。 

この時点で，Ａ案かＣ案という選択肢が主要案として残りました。 

 

④２０２１年１１月２日 保護者会役員へのアンケートを実施しました（③と同様の選択肢）。 

この参考資料でも考え方が様々にあることが分かりました。 

 

Ａ案「在校生の購入はなし」…４３％   Ｂ案「高２・３のみ購入可」…１４％， 

Ｃ案「在校生購入可」…３２％       Ｄ案「中２・３のみ購入可」…１１％   ※回答数２８名 

 

降順に並べるとＡ案→Ｃ案→Ｂ案→Ｄ案でした。 

コメントされた内容から抜粋(箇条書きへ修正)したものを以下に示します。 

・「岩田の自由な校風に魅力を感じる家庭も多いので在校生購入可が良い」 

・「夏服ＯＰのように，どの学年でも購入可能で，新旧制服が交じった時期があってよい」                     

・「高校生の希望者に着せてあげたいが，教室で新旧が交じるのはどうなのかとも感じる」 

・「新中２，中３は成長期でもあり，買い直しが必要なら購入可でもよい」 

・「在校生はネクタイやリボン，ブラウスやシャツなどの購入を部分的に取り入れたらよい」 

・「新しい制服に良さを感じる気持ちは理解できるが，逆に今ある物に愛着を持つという考え方も大事では？」 

・「兄弟姉妹で在籍している家庭もあるので負担がないようにしてほしい」 

・「新高２や高３で新制服が増え，旧制服の子どもが少数になると心配」 

・「新入生以外は統一性を持った制服がよい」 

 

⑤２０２１年１１月２４日 運営委員会(管理職，分掌主任，学年主任等)で協議 

 

  ⑥２０２１年１２月１７日 職員会議で最終審議→校長決裁「在校生の購入はなし」 

                [詳細] 中学…2022年度新入生（40回生）から着用。現中１・中２は高校進学時から着用。 

                     高校…37回生（4-4＋現中３）から着用。 

                     オプションのセーター・ベスト・カラーシャツは2022秋から購入可。 

 岳人ノオト ～校長通信～ 

これは、児玉校長から直接投稿された記事を掲載するページです。 

生徒・保護者の皆さんへのお知らせやメッセージ、また岩田の歴史を振り返る 

「岩田 Historia」の連載など、「岩田愛」あふれる内容をご堪能下さい。         



２．『学校評価アンケート』の個別コメント（匿名）については原文のまま全職員で共有し，一問一答形式で後日回答

する予定です。また，生徒に対する授業アンケートは，予定通り２学期末～３学期初めに実施します。分析した結

果をもとに教職員研修を行います。 

 

３．新入生の保護者について，学校生活を体感できる機会として，１月１５日（土）の３・４限に授業参観を実施したい

と考えています。中学１年はクラス別に，高校１年４組は２グループ分割で参観の時間を指定します。詳細は別紙

でお知らせします。 

 

４．学園祭は２０２２年２月７日(月)～１０日(木)へ延期(9/6通知)。ホルトホール大分の利用は８日午後～１０日(午前)

で予定しています。 

 

５．中学３年，高校１年IWATAコースの海外修学旅行 

来年度の実施を前提に検討中。学校としては対象国の受入状況に問題さえなければ実施したいと考えています

が，現時点では受入不可のために見通しは不明な状況です。少しでも判断の日程を下げたいのですが，デポジッ

トの関係から来年１月中には結論を出す必要があります(旅行業者との交渉で年内→１月中の判断へ延期)。これ

まで，高校１年生ＩＷＡＴＡコースについて，学年より保護者へ意向調査(11/15)を行いましたが，今月は学校からア

ンケート調査(12/22)を行い，最終判断の要素にしていきます。高校１年生ＩＷＡＴＡコースについては，国内代替・

中止も含めて検討します。 

 

６．高校２年APUコースの海外修学旅行 

海外は中止(9/15通知)。国内での修学旅行を来年の９月に予定します(11/12通知)。 

※生徒・保護者対象の意向調査を踏まえて判断しました。 

 

７．高校１年APUコースの海外修学旅行 

高１時の台湾研修旅行は中止(9/15通知)。高２時マレーシア修学旅行を実施予定。 

 

８．寮昼食を１０月１５日より再開。黙食･仕切板･消毒･机間指導。現在，大分県の感染状況の評価(ステージ)はス

テージⅠですが，これまでと同様の対策を講じています。 

 

９．岩田学園 学校感染症対応ガイドラインを改訂(五訂版)しました(9/30)。また，文科省からの通知『学校における

新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～（2021.11.22 Ver.7）』

(12/20配信)や今後の国・県からの通知に従って，校内ガイドラインの改定(六訂版)を来年の１月に行う予定です。 

 

10．大分県の感染状況の評価(ステージ)はステージⅠですが，出欠(本人や家族の発熱による欠席等)や諸活動(消

毒や寮食等)に係わる対応は，当面これまでと基本的には同様とします。 

 

11．クラスマッチを実施（中１～高２）。4・5年12/7，2・3年12/10，1年12/11。 

 

12．芸術鑑賞会『銕仙会～能と狂言～』を実施(12/15)。午前中学生，午後高校生(6年を除く)。 

 

13．来年度の体育大会の日程を検討しています。２０２２年６月第２週か３週の日曜日を第１希望日として昭和電工

武道スポーツセンターを予約(来年２月中に決定)。家族の観覧を前提に計画しています。 

 

14．大学共通テスト(1/15,16)の受験会場は日本文理大学(大在)となりました。 

 

15. 体育大会DVDは￥2,630／BDは￥2,880 になりました。１月徴収金で集めさせていただきます。 

【休み中の緊急連絡先】 
 12/24～27（日曜除く）・１/４～８の期間は学校が開いていますので、 

 学校の電話（097-558-3007）で対応します（入試業務で対応できないこともあります）。 

 

 12/28（火）～１/３（月）の期間は学校スマホ（０８０－８５９５－４９１６）で対応します。           



◆岩田公式ＳＮＳ“岩田Historia”…今回No.16～20，ＳＮＳでは“岩田Historia23”まで公開中

16 ★岩田Historia16

１９５３年(昭和２８年)頃，生徒数は１，５００～２，０００人，１クラス６０～７０名，時に９０人のク

ラスもあったそうです。登校時，舞鶴橋が岩田生で一杯になったいう話は事実のようです。

Historia★

■写真：当時の集合写真と全校体操

17 ★岩田Historia17

１９５４年(昭和２９年)３月，東京文化服装学院によるコスチュームショーが，教育会館で開か

れ，全校生徒が見学しました。ちなみに翌年昭和３０年に大道トンネルが開通しました。

Historia★

■写真：全校見学と当時の舞鶴橋周辺

18 ★岩田Historia18

１９５８年(昭和３３年)，県体に岩田生１，６００名が参加。写真はマスゲーム(体操の集団演技)

の様子。小さくて見えづらいですが壮大な景色です。また体操部は一世を風靡し，国体優勝，

全国２位，九州１位５回，大分県２６連覇を成し遂げました。Historia★

■写真：体操部と県体マスゲーム



19 ★岩田Historia19

１９６３年(昭和３８年)頃の岩田学園です。 左写真の右下教室が，現在の大分整形外科病院

付近です。東西に伸びる白い校舎は旧３号館です。 周辺に住宅などはあまり見られません。

当時の岩田町や南都留の様子にHistoria★

■写真：学園敷地と周辺の様子

20 ★岩田Historia20

１９６４年(昭和３９年)，世界的建築家の磯崎新氏が設計した校舎(１,２号館)が完成。現存する

最古の磯崎作品です。現在も校舎は健在ですが，Wi-Fi環境・黒板が大型液晶ディスプレイ・

学用品がiPadへと様変わり。次回より，いよいよ男子校時代。Historia★

■写真：１,２号館と周辺の様子



４年４組 盛本真由さん 

第５回東南アジア小論文コンテスト インドネシア部門 入選 

※「学校奨励賞」もいただきました。  

「税に関する高校生の作文」の表彰 

４年４組日本史Ａの夏季課題「税に関する高校生の作文」を国税庁主催の 

コンクールに応募した結果、「新型コロナウィルスから考えた税」を書いた 

井本妃奈乃さんが「大分県税 務署長賞」を受賞しました。その表彰が本校 

にて、１２月２０日(月)放課後に大分税務署から３名の職員が来校されて 

行われました。  

留学生が弁論全国大会に招待参加！ 

 
5年4組在籍の留学生イアン・カルロ・コルテスさん（フィリピン出身）が、 

12月3日に中津市で開催された「福沢諭吉記念第60回全国高校弁論大会」 

に出場しました。『日本語を学んで見えてきたもの』と題した弁論を行い、 

審査員からは「しっかりとした日本語で話ができており、感心しました」 

「原稿を見ないでの弁論、立派！上手すぎる」 

「これからも、日本語と日本文化の勉強、頑張ってください」 

などのコメントをいただきました。 

イアンさんは３月までの期間を岩田学園で過ごします。 

 

コロナ禍で留学生の来日が全国的に困難な中、本校APUコースの特徴である国際的な学校環境を実現するために 関係教

職員が奔走し、幸いにも政府支援プログラムで選抜されたイアンさんとヴ―・トゥアン・フンさん（4年4組、ベトナム出身）が本校に

来ることができました。留学生、在校生の双方ともに、毎日の学校生活の中で国際交流・異文化学習ができる貴重な環境を存分

に生かし、多くを学んで欲しいものです。（文責：廣松） 

生徒会文化・ICT委員会より ベルマーク活動のご報告 

 

 生徒会文化・ICT委員会では、学期に１度ベルマークの回収を行っています。 

 今学期の回収では4830点分のベルマークが集まりました。ご協力ありがとうございました。 

 また、ここ数年集まったベルマークでの物品購入を行っていなかったため、 

 今回貯まったベルマーク預金を利用して「消毒用アルコールディスペンサー」を７つと 

 「清掃用の充電式ブロワー」を１つ購入しました。 

 アルコールディスペンサーは人の出入りが多い職員室や寮の入口などに設置し、 

 未だ出口の見えないコロナ禍での更なる感染症対策に努めます。 

 清掃用の充電式ブロワーは校内や学校周辺の落ち葉を清掃する際に活用します。 

 ベルマーク活動は今後も継続していきますので、引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 ＜Tips：インクカートリッジについて＞ 

 ベルマーク事業に協力しているCanon、EPSON、Brother３社の使用済みインクカートリッジは 

 収集して発送することでベルマークの点数（1つ5点）として計算することが出来ます。 

 レーザープリンターのトナーカートリッジも同様です（1つ50点）。 

 ただし、上記３社以外のカートリッジや互換品カートリッジは回収できません。 

職員室にサンタ出現！  



～大分合同新聞 12/22（水）朝刊より～ 

  

中高生が能楽を見て学ぶ  大分市で鑑賞会 
 大分市の平和市民公園能楽堂は15日、中高生が能楽に親しむ鑑賞会を同所で開いた。岩田学園の生徒が、日頃あまり見るこ

とのない能、狂言、おはやしについて学んだ。 

 午前は中学生１８５人、午後は高校生２００人が参加。県内外から、観世流シテ方で重要無形文化財保持者の馬野正基らプロ

の能楽師１０人と、県能楽連盟の会員５人が出演した。 

 午前、午後とも能楽堂の説明と能楽師のあいさつの後、会がスタート。おはやし、狂言、能の順で道具や装束、内容などの説

明・解説があった後、実際に上演をした。生徒達はコミカルな狂言「柿山伏（かきやまぶし）」は笑いながら楽しみ、迫力たっぷりの

能「土蜘蛛（つちぐも）」には熱心に見入っていた。 

 終了後には質疑応答があり、生徒から衣装についてや、演目を作り上げる過程についてなど、活発な質問が出され、能楽師が

丁寧に答えていた。 

 中学３年の矢野藍海さん(14)は「解説があったことと、古文で言葉を習っていたことで内容が理解できた。土蜘蛛の戦闘シーン

が印象に残った。機会があったらまた能や狂言を見てみたい」と話していた。 

■囲碁部 12/11（土）・12（日） 

第５回全九州高等学校総合文化祭 

第３６回全九州高等学校囲碁選手権 

                  （長崎大会） 

第１６回全国高等学校囲碁選抜大会 

                             （九州ブロック大会） 

高２ 西田 凌 

個人戦（男子） ７位（３勝２敗）  

「終わってみると長かったような短かった

ような２日間でした。テニスの大会の日程

とかぶっていたため，テニス部員たちの頑

張りに恥じないよう，一局一局を全力で悔

いの残らないように打とうと目標を掲げて

いました。実際には負けた２試合とも勝て

るチャンスは十分にあったので，悔いは

残ったんですがね…。でも，他県の人とも

囲碁を通じて交流することができ，とても

楽しい大会となりました。部活を続けるか

は決めていませんが，同じような大会に

出場するのであればリベンジしたいです」

（帰りの「特急かもめ」内にて，本人記す）  

 

■剣道部 

12/11（土）大分市剣道選手権大会 

            （個人戦７名出場） 

高２ 内田 ２回戦敗退、他は初戦敗退。 

久しぶりに保護者が観戦できた大会でし

た。それぞれが反省点を、これからの生

活面にも活かしてくれることを期待しま

す。高２の内田、田形はこれをもって引退

となります。今後は、培った精神力で夢に

向かって努力を継続していくことを望みま

す。保護者のサポートに感謝しています。

（顧問 阿部） 

■高校男子テニス部 

第18回冬季高校新人テニス選手権予選 

日時：12/11(土)～12(日) 

会場：大分スポーツ公園テニスコート 

＜12/11 男子ダブルス予選＞ 

 パート決勝進出 徳永＆大谷 

 ２Ｒ進出    今吉＆安部 

＜12/12 男子シングルス予選＞ 

 パート決勝進出 徳永、大谷 

 ２Ｒ進出    安部 

個人戦としては、４月の県総体予選以来

の大会となりました。秋の新人戦からの約

２ヶ月で、新入部員も含めて部員全員が

新たにレベルＵＰしたことを実感できる試

合を見せてくれました。残念ながら１月の

本戦出場にはあと一歩届きませんでした

が、ここからの練習で各自が足りないと感

じた部分をしっかりと自覚して取り組み、

心身共にさらなる成長を期待しています。

そしてこの大会で部活を引退する高２部

員は、部活での経験を活かしながら、より

一層受験勉強に全力で取り組んでくださ

い。また、いつも部員の送迎や(今回もフェ

ンス外からしか観戦はできませんでした

が)応援などサポートしていただいた保護

者の方々、ありがとうございました。 

                 （顧問 川元）  

 

 

 

 

 

 

 

■【高校女子テニス部】 

第18回冬季高校新人テニス選手権予選 

日時：12/11(土)～12(日) 

会場：大分スポーツ公園テニスコート 

    大分駄原テニスコート 

＜12/11 女子ダブルス予選＞ 

 パート決勝進出 後藤＆原口 

＜12/12 女子シングルス予選＞ 

 パート決勝進出 

    香嶋、篠原、嶋岡、後藤、鶴岡 

２日間好天に恵まれ、暑い中での試合と

なりました。本戦に出場したいという気持

ちで良いプレーも見られ、シングルスにお

いては５人が１勝を挙げ、部員皆で喜びを

分かち合いました。あと一歩というところで

力の差を感じる試合となり悔しい思いをし

たようですが、少ない練習時間の中で自

分の課題を見つけ、体力をつけながら今

後に向けて頑張ってほしいと思います。保

護者の方には今回も無観客試合というこ

とでフェンス越しの観戦となりましたが、い

つもと変わらず応援・サポートをいただき

ありがとうございます。今後ともよろしくお

願いいたします。       （顧問 堀） 

 

 

 

         部活動戦績（12月～） 
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